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江
戸
幕
府
の
老
中
が
諸
大
名
に
出
し
た
儀
礼
的
な
公

文
書
に
老
中
奉
書
が
あ
り
ま
す
。
室
町
幕
府
以
来
の
伝

統
を
継
承
し
、
料
紙
を
横
半
分
に
折

て
使
い
ま
す
。

当
館
に
は
、
江
戸
中
・
後
期
の
約
百
二
十
年
に
わ
た
り

彦
根
藩
主
井
伊
家
に
宛
て
ら
れ
た
老
中
奉
書
が
、
ま
と

ま
っ
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
井
伊
家
当
主
が
彦
根
に
帰
国
し

て
い
る
時
に
受
け
取

た
も
の
で
、
先
に
井
伊
家
か
ら

老
中
へ
宛
て
た
挨
拶
状
に
対
す
る
返
事
に
あ
た
り
ま
す
。

例
え
ば
、
井
伊
家
当
主
は
帰
国
中
、
毎
月
老
中
に
文
書

で
将
軍
の
御
機
嫌
を
伺
い
、
そ
の
返
事
が
老
中
奉
書
で

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
老
中
奉
書
で
は
、
公
方

様
（
将
軍
徳
川
吉
宗
）・
大
納
言
様
（
世
継
ぎ
徳
川
家
重
）

の
御
機
嫌
は
「
益
御
安
全
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

譜
代
大
名
筆
頭
の
井
伊
家
に
は
、
将
軍
を
後
見
す
る

役
割
が
あ
り
、
歴
代
当
主
は
江
戸
滞
在
中
、
毎
月
定
期

的
に
老
中
に
対
面
し
て
将
軍
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

帰
国
中
は
文
書
で
同
様
の
確
認
を
し
た
と
い
え
ま
す
。

他
の
大
名
も
老
中
奉
書
を
受
け
取

て
い
ま
す
が
、

井
伊
家
は
そ
の
役
割
に
伴
い
、
特
に
多
く
交
わ
し
た
よ

う
で
す
。
遠
隔
地
間
で
頻
繁
に
文
書
を
交
わ
す
の
は
労

力
を
要
す
る
こ
と
で
す
が
、
将
軍
と
の
関
係
を
永
続
さ

せ
る
た
め
に
は
必
要
な
行
為
だ

た
の
で
す
。

（
野
田 

浩
子
）

ま
か
ら
ず
や
焼

―
大
正
・
昭
和
時
代
の
彦
根
に
お
け
る
製
陶
活
動
―
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記
事
に
あ
る
通
り
、
ま
か
ら
ず
や
焼
創
始
の
発
端
と
な
っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
に
彦
根
で
焼
か
れ
た
湖
東
焼
に
対
す
る
需
要

の
高
ま
り
で
し
た
。湖
東
焼
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

に
民
間
で
創
始
さ
れ
た
や
き
も
の
で
、
そ
の
窯
は
後
に
彦
根
藩

の
召
し
上
げ
と
な
り
、
井
伊
家
十
二
代
直
亮
、
十
三
代
直
弼
の

下
で
高
級
品
を
産
み
出
す
名
窯
に
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
安

政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
直
弼
が
落
命
す
る
と
、
窯
は
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
民
間
に
払
下
げ

と
な
り
ま
し
た
。
藩
窯
廃
止
後
、
直
弼
顕
彰
の
動
き
と
も
相
ま

っ
て
、
湖
東
焼
の
廃
絶
を
悼
む
声
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
円
山
湖
東
焼
、
同
三
年（
一
八
七
〇
）

に
長
浜
湖
東
焼
が
産
ま
れ
、
湖
東
焼
の
再
興
が
試
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
前
者
は
二
年
、
後
者
は
三
年
で
廃
窯
と
な
り
ま
し
た
。

ま
か
ら
ず
や
焼
は
、
こ
れ
ら
と
共
に
、
湖
東
焼
の
影
響
下
で
製

作
さ
れ
た
や
き
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
当
館
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
、
奥
村
氏
の
ご
子
孫
か
ら
、

ま
か
ら
ず
や
焼
四
十
件
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
受
贈
作
品
の

調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ま
か

ら
ず
や
焼
の
作
風
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
ま
か
ら
ず
や
焼
は
全
て
「
湖
東
」
の
銘
が
入
っ

て
い
ま
す
。
意
匠
に
は
、
草
花
や
人
物
な
ど
の
他
に
、
彦
根
城

や
多
賀
大
社
の
延
命
長
寿
の
御
利
益
を
あ
ら
わ
す
柏
の
葉
な
ど

の
地
元
ゆ
か
り
の
模
様
が
用
い
ら
れ
、
制
作
の
技
法
は
、
染
付
、

赤
絵
、
色
絵
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
２
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
彦
根
市
内
の
旧
家
よ
り
寄

贈
を
受
け
た
資
料
で
、
ま
か
ら
ず
や
焼
の
商
品
に
添
え
ら
れ
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
栞
で
す
。
こ
こ
に
は
、
「
登
録
／
商
標
／

延
命
茶
碗
／
長
寿
盃
／
八
景
盃
」
と
大
見
出
し
で
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
延
命
茶
碗
や
長
寿
盃
と
は
、
写
真
１
の
よ
う
な
製
品
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
八
景
盃
と
は
恐
ら
く
、
近
江
八
景
の
意
匠
の

製
品
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
地
元
ゆ
か
り
の
意
匠
の
作
品
が
主
力

商
品
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
栞
に
は
、
「
湖
東
焼
ハ
彦

根
土
産
ト
シ
テ
最
好
適
品
ナ
リ
」
と
あ
り
、
彦
根
土
産
を
意
図

し
て
商
品
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
湖
東
焼
と
い
う
名

で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
な
彦
根
土
産
風
の
意
匠
は
、
江
戸
時
代
の

湖
東
焼
に
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
ま
か
ら
ず
や
焼
の
商
品
開
発

で
は
独
自
の
意
匠
が
創
案
さ
れ
、
湖
東
焼
が
忠
実
に
再
現
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
の
湖
東
焼
の
製
作
に
は
、
佐
和
山
北

東
山
麓
部
の
物
生
山
の
石
な
ど
の
地
元
産
の
材
料
の
他
に
、
全

国
か
ら
取
り
寄
せ
た
材
料
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
技

法
や
意
匠
も
ま
た
、全
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
職
人
の
指
導
の
下
、

伊
万
里
焼
や
瀬
戸
焼
、
九
谷
焼
、
京
焼
な
ど
に
倣
っ
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
や
き
も
の
の
再
現
に
は
、
人
件
費
や
材
料

費
、
設
備
費
な
ど
に
お
い
て
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
り
、
民

間
の
陶
器
商
で
賄
え
る
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
ま
か
ら
ず
や
焼

の
製
作
に
お
い
て
、
湖
東
焼
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
は
、
現

実
的
に
は
不
可
能
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
奥
村
氏
は
、
湖

東
焼
に
倣
っ
て
「
湖
東
」
の
銘
を
入
れ
る
こ
と
で
そ
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
う
ま
く
取
り
入
れ
つ
つ
、
廉
価
で
親
し
み
や
す
い

や
き
も
の
を
産
み
出
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
か
ら
ず
や
焼
を
知
る
こ
と
で
、
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
湖
東
焼

そ
の
も
の
の
特
徴
を
、
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
ま
す
。
湖
東
焼

の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
近
現
代
の
動
向
の
解
明
も
含
め
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
　
　
（
奥
田 

晶
子
）

　
大
正
時
代
、
彦
根
で
や
き
も
の
が
創
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

に
、
ま
か
ら
ず
や
焼
と
呼
ば
れ
る
や
き
も
の
で
す
。
そ
の
創
始

の
経
緯
に
つ
い
て
、
京
都
日
出
新
聞
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

二
月
五
日
の
記
事
で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
町
大
字
二
番
町
に
て
、
同
地
第
一
等
の
陶
器
商
ま
か
ら

　
ず
屋
奥
村
松
平
氏
は
、
一
作
年
陸
軍
特
別
大
演
習
御
挙
行
の

　
際
、
各
地
よ
り
来
彦
せ
し
観
戦
の
諸
紳
士
等
よ
り
、
地
方
産

　
の
湖
東
焼
の
注
文
多
数
あ
り
た
る
も
、
（
中
略
）
近
年
に
至

　
り
湖
東
焼
を
賞
鑑
す
る
も
の
多
く
、
為
に
湖
東
焼
の
煎
茶
茶

　
碗
五
個
が
百
円
、
二
百
円
と
い
ふ
暴
騰
せ
し
も
、
買
人
は
あ

　
る
も
売
人
は
な
き
好
況
と
な
り
た
る
を
以
て
、
前
記
松
平
氏

　
は
、
新
湖
東
焼
の
再
興
を
企
画
し
、
安
居
喜
八
氏
所
有
の
彦

　
根
公
会
堂
脇
、
元
木
俣
男
爵
屋
敷
地
を
借
受
け
、
目
下
製
造

　
工
場
建
築
中
な
る
が
、
既
に
焼
釜
は
竣
功
せ
し
を
以
て
、
工

　
場
竣
成
の
上
は
湖
東
焼
製
造
を
開
始
す
る
筈
、
而
し
て
立
藩

　
時
代
の
湖
東
焼
原
料
の
土
を
以
て
製
造
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、

　
時
代
こ
そ
違
い
、
立
藩
時
代
と
同
様
の
陶
器
が
産
出
せ
ら
る

　
べ
し
と
の
こ
と

　
こ
こ
に
は
、湖
東
焼
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
、

彦
根
町
大
字
二
番
町
（
現
在
の
彦
根
市
立
花
町
）
で
ま
か
ら
ず

屋
と
い
う
陶
器
商
を
営
ん
で
い
た
奥
村
松
平
氏
が
、
湖
東
焼
を

復
興
す
べ
く
、
彦
根
城
内
（
現
在
の
開
国
記
念
館
北
西
側
の
旧

木
俣
家
屋
敷
）
に
製
陶
工
場
を
建
設
中
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
年
三
月
三
十
一
日
に
工
場
が
完
成
し
、
昭
和
時

代
の
初
め
頃
ま
で
製
陶
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

お
く
む
ら
ま
つ
へ
い

き
ま
た

ぶ
ん
せ
いな

お
あ
き

あ
ん

せ
い

ぶ
ん
き
ゅ
う

ま
る
や
ま

え
ん
め
い
ち
ょ
う
じ
ゅ

か
し
わ

そ
め
つ
け

あ
か
え

え

い
ろ

な
お
す
け

む

し
や
ま

し
ょ
う
へ
い

写
真
１
　
ま
か
ら
ず
や
焼延命

長
寿
文
蓋
物

（
武
田
廸
子
氏
、奥
村
武
彦
氏
、

上
田
玲
子
氏
寄
贈
）

写
真
２
　
彦
根
名
産
湖
東
焼
陶
器
之
栞

（
井
戸
庄
三
氏
寄
贈
）



 

■
日
時
・
内
容
・
会
場

第
１
回

７
月
５
日
（
土
）「
河
瀬
地
区
の
歴
史
」 

第
２
回

７
月
19
日
（
土
）「
鳥
居
本
地
区
の
歴
史
」

第
３
回

８
月
９
日
（
土
）「
中
地
区
の
歴
史
」

第
４
回

９
月
６
日
（
土
）「
西
地
区
の
歴
史
」

第
５
回

９
月
13
日
（
土
）「
高
宮
地
区
の
歴
史
」

（
河
瀬
地
区
公
民
館
） 

（
鳥
居
本
地
区
公
民
館
）

（
中
地
区
公
民
館
）

（
西
地
区
公
民
館
）

（
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
１
０
０
名

＊
各
回
と
も
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

■
資
料
代

各
回
１
０
０
円

■
受
講
方
法

当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
。
先
着
順
）

彦
根
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、
実
に
個
性
的
な
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座

で
は
、
博
物
館
学
芸
員
が
各
公
民
館
地
区
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、
そ
の
地
域
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
は
５
つ
の
地
域
で
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
・
日
程
】

①
狂
言
教
室
（
小
学
５
・
６
年
生
対
象
）

■
日
程

７
月
25
日
（
金
）・
26
日
（
土
）、８
月
３
日
（
日
）・
４
日
（
月
）・

８
日
（
金
）・
10
日
（
日
）
の
14
時
30
分

16
時
30
分
お
よ
び
、

８
月
13
日
（
水
）
の
13
時

16
時
30
分
（
全
７
日
間
）

■
講
師

和
泉
流
狂
言
師
小
笠
原

匡
氏
ほ
か

■
定
員

12
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

②
博
物
館
体
験
（
小
学
１

６
年
生
対
象
）

■
内
容

博
物
館
探
検
、
茶
の
湯
体
験
な
ど

■
日
程

8
月
5
日
（
火
）・
6
日
（
水
）（
全
２
日
間
）

１

３
年
生

13
時
30
分

15
時
30
分

４

６
年
生

10
時

12
時

■
定
員

１

３
年
生

40
名
、
４

６
年
生

20
名

■
講
師

当
館
学
芸
員

【
会
場
】
当
館
（
能
舞
台
・
講
堂

他
）

【
対
象
】
原
則
と
し
て
彦
根
市
・
米
原
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・

多
賀
町
在
住
の
小
学
生

【
申
込
方
法
】
各
小
学
校
に
配
布
す
る
案
内
チ
ラ
シ
に
印
刷
し
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・
フ

ク
ス
通
信
の
い
ず
れ
か
。

【
申
込
期
間
】
６
月
16
日
（
月
）
７
月
６
日
（
日
）

夏
休
み
期
間
中
、
狂
言
や
茶
道
な
ど
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
親
し
む
「
キ

ズ
サ
マ

ス

ク

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ

に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＊
傷
害
保
険
料
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

＊
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、開
館
日
は
確
定
し
た
段
階
で
広
報
ひ
こ
ね
や
ホ

ム
ペ

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
29
日
（
日
）

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

大
蔵
流
狂
言

解
説

茂
山

逸
平

「
雁
礫
」

茂
山
七
五
三

「
止
動
方
角
」

茂
山

正
邦

「
腰
祈
」

茂
山

逸
平

■
Ａ
席
（
正
面
席
）

３
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）

３
千
円

全
席
指
定

チ
ケ

ト

発
売
中

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に

よ
り
や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ

ト
は
本
館
受
付
お
よ
び
電
話
に
て
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時

、
電
話

販
売
10
時

）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

９
月
20
日
（
土
）

15
時
30
分
開
演
（
15
時
開
場
）

観
世
流
能
「
田
村
」
替
装
束

浦
田

保
親

大
蔵
流
狂
言
「
文
山
立
」

茂
山

正
邦

観
世
流
能
「
杜
若
」
恋
之
舞

片
山

伸
吾

■
Ａ
席
（
正
面
席
）

５
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）

５
千
円

全
席
指
定

チ
ケ

ト

８
月
20
日
発
売
開
始

い
ず
み

お
が
さ
わ
ら

た
だ
し

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
日
時

７
月
26
日
（
土
）
14
時

■
講
師

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

か
っ
ち
ゅ
う

や
り

あ
か
ぞ
な

く
ら

は
た
さ
し
も
の

　
彦
根
藩
井
伊
家
で
は
、
当
主
も
家
臣
も

朱
色
を
基
調
と
し
た
甲
冑
を
着
用
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
槍
や
鞍
、
旗
指
物
な

ど
も
朱
色
で
揃
え
、
そ
の
勇
壮
な
出
で
立

ち
は
、
「
井
伊
の
赤
備
え
」
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
初
公
開
の
資
料
を
含
む
、

彦
根
藩
士
が
所
用
し
た
赤
備
え
の
武
具
を

紹
介
し
ま
す
。
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
甲
冑
を
は
じ
め
、
色
鮮
や
か
な
赤
備
え

の
品
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
旗
・
吹
流
図

朱
漆
塗
萌
葱
糸
威
縫
延
二
枚
胴
具
足

緋
羅
紗
陣
羽
織

い
た

■
日
時

８
月
30
日
（
土
）
14
時

■
講
師

青
木 

俊
郎
（
当
館
学
芸
員
）

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

お

め

み
え

　
江
戸
時
代
の
人
々
は
、
正
月
、
節
句
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
生
活
や
人
生
の
節
目
に
お

い
て
、
こ
れ
を
祝
う
、
あ
る
い
は
悼
む
行

事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
で
は
、

こ
れ
ら
に
加
え
、
参
勤
交
代
で
の
藩
主
の

帰
国
と
出
発
、
歴
代
藩
主
の
遠
忌
な
ど
、

藩
に
と
っ
て
の
節
目
に
も
藩
主
・
藩
士
・

領
民
が
参
加
す
る
行
事
が
催
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
主
従
関
係
の
確

認
や
支
配
者
側
に
よ
る
権
威
の
誇
示
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
特
に
、
彦
根
藩
の
武
士
達

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
祝
賀
行
事
に
注
目

し
ま
す
。彦
根
城
表
御
殿
で
の
藩
士
の
藩

主
へ
の
御
目
見
、
藩
主
か
ら
藩
士
へ
の
祝

儀
品
の
下
賜
、
鏡
餅
開
き
な
ど
を
紹
介
し
、

武
家
社
会
の
祝
賀
行
事
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
ま
す
。

侍
中
由
緒
帳

彦
根
城
表
御
殿
表
向
絵
図

■
日
時

６
月
21
日
（
土
）
14
時

■
講
師

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

長
浜
湖
東
焼

染
付
花
円
文
散
茶
碗

江
戸
時
代
の
後
期
に
産
声
を
上
げ
、

数
々
の
優
品
で
知
ら
れ
る
湖
東
焼
は
、
短

期
間
で
廃
窯
を
迎
え
、
幻
の
や
き
も
の
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
現
代
に
は
、
湖
東
焼
を
慕

て
長
浜

湖
東
焼
や
ま
か
ら
ず
や
焼
な
ど
の
や
き
も

の
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
彦

根
藩
の
藩
窯
時
代
に
製
作
さ
れ
た
湖
東
焼

の
優
品
と
共
に
、
湖
東
焼
へ
の
憧
れ
を
映

し
出
す
近
現
代
の
や
き
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。

ま
か
ら
ず
や
焼

色
絵
山
水
図
水
指

は
い
よ
う

は
ん
よ
う ・

・

・

・

・

雅
楽
は
、
奈
良
時
代
に
中
国
や
朝
鮮
半

島
か
ら
伝
来
し
た
楽
舞
と
、
日
本
古
来
の

楽
舞
と
を
総
合
し
た
、
日
本
の
伝
統
芸
能

で
す
。
宮
廷
や
寺
社
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、

最
盛
期
の
平
安
時
代
に
は
宮
廷
文
化
を
華

や
か
に
彩

り
、
そ
の

一
部
は
今

に
伝
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
こ
の
雅
楽
の
中
で
、
舞
を
伴
う
も
の

を
舞
楽
と
言
い
ま
す
。
曲
に
あ
わ
せ
て
使

用
す
る
装
束
や
道
具
の
数
々
は
、赤
や
緑
、

金
な
ど
を
使

た
実
に
雅
び
で
華
や
か
な

も
の
で
す
。

井
伊
家
伝
来
資
料
に
は
、
大
名
家
に
は

珍
し
く
、
雅
楽
器
と
と
も
に
舞
楽
装
束
の

コ
レ
ク
シ

ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

未
紹
介
だ

た
、
こ
の
舞
楽
を
彩
る
装
束

の
数
々
を
、
今
回
初
め
て
公
開
し
ま
す
。

が
が
く

み
や
び

が
く
ぶ

ぶ

が
く

み
や

舞
楽
面

陵
王

展示室２～３、５～６ 

“ ほんもの ”との出会い
－彦根藩井伊家伝来の大名道具を中心に 80点あまりを展示－　



 

■
日
時
・
内
容
・
会
場

第
１
回

７
月
５
日
（
土
）「
河
瀬
地
区
の
歴
史
」 

第
２
回

７
月
19
日
（
土
）「
鳥
居
本
地
区
の
歴
史
」

第
３
回

８
月
９
日
（
土
）「
中
地
区
の
歴
史
」

第
４
回

９
月
６
日
（
土
）「
西
地
区
の
歴
史
」

第
５
回

９
月
13
日
（
土
）「
高
宮
地
区
の
歴
史
」

（
河
瀬
地
区
公
民
館
） 

（
鳥
居
本
地
区
公
民
館
）

（
中
地
区
公
民
館
）

（
西
地
区
公
民
館
）

（
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
60
名

定
員
１
０
０
名

＊
各
回
と
も
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

■
資
料
代

各
回
１
０
０
円

■
受
講
方
法

当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
。
先
着
順
）

彦
根
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、
実
に
個
性
的
な
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座

で
は
、
博
物
館
学
芸
員
が
各
公
民
館
地
区
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、
そ
の
地
域
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
は
５
つ
の
地
域
で
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
・
日
程
】

①
狂
言
教
室
（
小
学
５
・
６
年
生
対
象
）

■
日
程

７
月
25
日
（
金
）・
26
日
（
土
）、８
月
３
日
（
日
）・
４
日
（
月
）・

８
日
（
金
）・
10
日
（
日
）
の
14
時
30
分

16
時
30
分
お
よ
び
、

８
月
13
日
（
水
）
の
13
時

16
時
30
分
（
全
７
日
間
）

■
講
師

和
泉
流
狂
言
師
小
笠
原

匡
氏
ほ
か

■
定
員

12
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

②
博
物
館
体
験
（
小
学
１

６
年
生
対
象
）

■
内
容

博
物
館
探
検
、
茶
の
湯
体
験
な
ど

■
日
程

8
月
5
日
（
火
）・
6
日
（
水
）（
全
２
日
間
）

１

３
年
生

13
時
30
分

15
時
30
分

４

６
年
生

10
時

12
時

■
定
員

１

３
年
生

40
名
、
４

６
年
生

20
名

■
講
師

当
館
学
芸
員

【
会
場
】
当
館
（
能
舞
台
・
講
堂

他
）

【
対
象
】
原
則
と
し
て
彦
根
市
・
米
原
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・

多
賀
町
在
住
の
小
学
生

【
申
込
方
法
】
各
小
学
校
に
配
布
す
る
案
内
チ
ラ
シ
に
印
刷
し
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・
フ

ク
ス
通
信
の
い
ず
れ
か
。

【
申
込
期
間
】
６
月
16
日
（
月
）
７
月
６
日
（
日
）

夏
休
み
期
間
中
、
狂
言
や
茶
道
な
ど
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
親
し
む
「
キ

ズ
サ
マ

ス

ク

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ

に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＊
傷
害
保
険
料
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

＊
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、開
館
日
は
確
定
し
た
段
階
で
広
報
ひ
こ
ね
や
ホ

ム
ペ

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
29
日
（
日
）

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

大
蔵
流
狂
言

解
説

茂
山

逸
平

「
雁
礫
」

茂
山
七
五
三

「
止
動
方
角
」

茂
山

正
邦

「
腰
祈
」

茂
山

逸
平

■
Ａ
席
（
正
面
席
）

３
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）

３
千
円

全
席
指
定

チ
ケ

ト

発
売
中

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に

よ
り
や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ

ト
は
本
館
受
付
お
よ
び
電
話
に
て
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時

、
電
話

販
売
10
時

）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

９
月
20
日
（
土
）

15
時
30
分
開
演
（
15
時
開
場
）

観
世
流
能
「
田
村
」
替
装
束

浦
田

保
親

大
蔵
流
狂
言
「
文
山
立
」

茂
山

正
邦

観
世
流
能
「
杜
若
」
恋
之
舞

片
山

伸
吾

■
Ａ
席
（
正
面
席
）

５
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）

５
千
円

全
席
指
定

チ
ケ

ト

８
月
20
日
発
売
開
始

い
ず
み

お
が
さ
わ
ら

た
だ
し

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
日
時

７
月
26
日
（
土
）
14
時

■
講
師

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

か
っ
ち
ゅ
う

や
り

あ
か
ぞ
な

く
ら

は
た
さ
し
も
の

　
彦
根
藩
井
伊
家
で
は
、
当
主
も
家
臣
も

朱
色
を
基
調
と
し
た
甲
冑
を
着
用
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
槍
や
鞍
、
旗
指
物
な

ど
も
朱
色
で
揃
え
、
そ
の
勇
壮
な
出
で
立

ち
は
、
「
井
伊
の
赤
備
え
」
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
初
公
開
の
資
料
を
含
む
、

彦
根
藩
士
が
所
用
し
た
赤
備
え
の
武
具
を

紹
介
し
ま
す
。
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
甲
冑
を
は
じ
め
、
色
鮮
や
か
な
赤
備
え

の
品
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
旗
・
吹
流
図

朱
漆
塗
萌
葱
糸
威
縫
延
二
枚
胴
具
足

緋
羅
紗
陣
羽
織

い
た

■
日
時

８
月
30
日
（
土
）
14
時

■
講
師

青
木 

俊
郎
（
当
館
学
芸
員
）

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

お

め

み
え

　
江
戸
時
代
の
人
々
は
、
正
月
、
節
句
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
生
活
や
人
生
の
節
目
に
お

い
て
、
こ
れ
を
祝
う
、
あ
る
い
は
悼
む
行

事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
で
は
、

こ
れ
ら
に
加
え
、
参
勤
交
代
で
の
藩
主
の

帰
国
と
出
発
、
歴
代
藩
主
の
遠
忌
な
ど
、

藩
に
と
っ
て
の
節
目
に
も
藩
主
・
藩
士
・

領
民
が
参
加
す
る
行
事
が
催
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
主
従
関
係
の
確

認
や
支
配
者
側
に
よ
る
権
威
の
誇
示
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
特
に
、
彦
根
藩
の
武
士
達

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
祝
賀
行
事
に
注
目

し
ま
す
。彦
根
城
表
御
殿
で
の
藩
士
の
藩

主
へ
の
御
目
見
、
藩
主
か
ら
藩
士
へ
の
祝

儀
品
の
下
賜
、
鏡
餅
開
き
な
ど
を
紹
介
し
、

武
家
社
会
の
祝
賀
行
事
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
ま
す
。

侍
中
由
緒
帳

彦
根
城
表
御
殿
表
向
絵
図

■
日
時

６
月
21
日
（
土
）
14
時

■
講
師

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

長
浜
湖
東
焼

染
付
花
円
文
散
茶
碗

江
戸
時
代
の
後
期
に
産
声
を
上
げ
、

数
々
の
優
品
で
知
ら
れ
る
湖
東
焼
は
、
短

期
間
で
廃
窯
を
迎
え
、
幻
の
や
き
も
の
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
現
代
に
は
、
湖
東
焼
を
慕

て
長
浜

湖
東
焼
や
ま
か
ら
ず
や
焼
な
ど
の
や
き
も

の
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
彦

根
藩
の
藩
窯
時
代
に
製
作
さ
れ
た
湖
東
焼

の
優
品
と
共
に
、
湖
東
焼
へ
の
憧
れ
を
映

し
出
す
近
現
代
の
や
き
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。

ま
か
ら
ず
や
焼

色
絵
山
水
図
水
指

は
い
よ
う

は
ん
よ
う ・

・

・

・

・

雅
楽
は
、
奈
良
時
代
に
中
国
や
朝
鮮
半

島
か
ら
伝
来
し
た
楽
舞
と
、
日
本
古
来
の

楽
舞
と
を
総
合
し
た
、
日
本
の
伝
統
芸
能

で
す
。
宮
廷
や
寺
社
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、

最
盛
期
の
平
安
時
代
に
は
宮
廷
文
化
を
華

や
か
に
彩

り
、
そ
の

一
部
は
今

に
伝
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
こ
の
雅
楽
の
中
で
、
舞
を
伴
う
も
の

を
舞
楽
と
言
い
ま
す
。
曲
に
あ
わ
せ
て
使

用
す
る
装
束
や
道
具
の
数
々
は
、赤
や
緑
、

金
な
ど
を
使

た
実
に
雅
び
で
華
や
か
な

も
の
で
す
。

井
伊
家
伝
来
資
料
に
は
、
大
名
家
に
は

珍
し
く
、
雅
楽
器
と
と
も
に
舞
楽
装
束
の

コ
レ
ク
シ

ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

未
紹
介
だ

た
、
こ
の
舞
楽
を
彩
る
装
束

の
数
々
を
、
今
回
初
め
て
公
開
し
ま
す
。

が
が
く

み
や
び

が
く
ぶ

ぶ

が
く

み
や

舞
楽
面

陵
王

展示室２～３、５～６ 

“ ほんもの ”との出会い
－彦根藩井伊家伝来の大名道具を中心に 80点あまりを展示－　
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江
戸
幕
府
の
老
中
が
諸
大
名
に
出
し
た
儀
礼
的
な
公

文
書
に
老
中
奉
書
が
あ
り
ま
す
。
室
町
幕
府
以
来
の
伝

統
を
継
承
し
、
料
紙
を
横
半
分
に
折

て
使
い
ま
す
。

当
館
に
は
、
江
戸
中
・
後
期
の
約
百
二
十
年
に
わ
た
り

彦
根
藩
主
井
伊
家
に
宛
て
ら
れ
た
老
中
奉
書
が
、
ま
と

ま
っ
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
井
伊
家
当
主
が
彦
根
に
帰
国
し

て
い
る
時
に
受
け
取

た
も
の
で
、
先
に
井
伊
家
か
ら

老
中
へ
宛
て
た
挨
拶
状
に
対
す
る
返
事
に
あ
た
り
ま
す
。

例
え
ば
、
井
伊
家
当
主
は
帰
国
中
、
毎
月
老
中
に
文
書

で
将
軍
の
御
機
嫌
を
伺
い
、
そ
の
返
事
が
老
中
奉
書
で

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
老
中
奉
書
で
は
、
公
方

様
（
将
軍
徳
川
吉
宗
）・
大
納
言
様
（
世
継
ぎ
徳
川
家
重
）

の
御
機
嫌
は
「
益
御
安
全
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

譜
代
大
名
筆
頭
の
井
伊
家
に
は
、
将
軍
を
後
見
す
る

役
割
が
あ
り
、
歴
代
当
主
は
江
戸
滞
在
中
、
毎
月
定
期

的
に
老
中
に
対
面
し
て
将
軍
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

帰
国
中
は
文
書
で
同
様
の
確
認
を
し
た
と
い
え
ま
す
。

他
の
大
名
も
老
中
奉
書
を
受
け
取

て
い
ま
す
が
、

井
伊
家
は
そ
の
役
割
に
伴
い
、
特
に
多
く
交
わ
し
た
よ

う
で
す
。
遠
隔
地
間
で
頻
繁
に
文
書
を
交
わ
す
の
は
労

力
を
要
す
る
こ
と
で
す
が
、
将
軍
と
の
関
係
を
永
続
さ

せ
る
た
め
に
は
必
要
な
行
為
だ

た
の
で
す
。

（
野
田 

浩
子
）

ま
か
ら
ず
や
焼

―
大
正
・
昭
和
時
代
の
彦
根
に
お
け
る
製
陶
活
動
―

金
亀
玉
鶴

研
究
余
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ろ
う
じ
ゅ
う

ほ
う
し
ょ

り
ょ
う
し

あ
い
さ
つ
じ
ょ
う

ご

き

げ
ん

よ
し
む
ね

ま
す
ま
す

だ
い
な
ご
ん

い
え
し
げ

く
ぼ
う

え

ど

ば
く

ふ

ろ
う

じ
ゅ
う
ほ
う

し
ょ

　
記
事
に
あ
る
通
り
、
ま
か
ら
ず
や
焼
創
始
の
発
端
と
な
っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
に
彦
根
で
焼
か
れ
た
湖
東
焼
に
対
す
る
需
要

の
高
ま
り
で
し
た
。湖
東
焼
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

に
民
間
で
創
始
さ
れ
た
や
き
も
の
で
、
そ
の
窯
は
後
に
彦
根
藩

の
召
し
上
げ
と
な
り
、
井
伊
家
十
二
代
直
亮
、
十
三
代
直
弼
の

下
で
高
級
品
を
産
み
出
す
名
窯
に
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
安

政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
直
弼
が
落
命
す
る
と
、
窯
は
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
民
間
に
払
下
げ

と
な
り
ま
し
た
。
藩
窯
廃
止
後
、
直
弼
顕
彰
の
動
き
と
も
相
ま

っ
て
、
湖
東
焼
の
廃
絶
を
悼
む
声
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
円
山
湖
東
焼
、
同
三
年（
一
八
七
〇
）

に
長
浜
湖
東
焼
が
産
ま
れ
、
湖
東
焼
の
再
興
が
試
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
前
者
は
二
年
、
後
者
は
三
年
で
廃
窯
と
な
り
ま
し
た
。

ま
か
ら
ず
や
焼
は
、
こ
れ
ら
と
共
に
、
湖
東
焼
の
影
響
下
で
製

作
さ
れ
た
や
き
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
当
館
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
、
奥
村
氏
の
ご
子
孫
か
ら
、

ま
か
ら
ず
や
焼
四
十
件
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
受
贈
作
品
の

調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ま
か

ら
ず
や
焼
の
作
風
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
ま
か
ら
ず
や
焼
は
全
て
「
湖
東
」
の
銘
が
入
っ

て
い
ま
す
。
意
匠
に
は
、
草
花
や
人
物
な
ど
の
他
に
、
彦
根
城

や
多
賀
大
社
の
延
命
長
寿
の
御
利
益
を
あ
ら
わ
す
柏
の
葉
な
ど

の
地
元
ゆ
か
り
の
模
様
が
用
い
ら
れ
、
制
作
の
技
法
は
、
染
付
、

赤
絵
、
色
絵
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
２
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
彦
根
市
内
の
旧
家
よ
り
寄

贈
を
受
け
た
資
料
で
、
ま
か
ら
ず
や
焼
の
商
品
に
添
え
ら
れ
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
栞
で
す
。
こ
こ
に
は
、
「
登
録
／
商
標
／

延
命
茶
碗
／
長
寿
盃
／
八
景
盃
」
と
大
見
出
し
で
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
延
命
茶
碗
や
長
寿
盃
と
は
、
写
真
１
の
よ
う
な
製
品
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
八
景
盃
と
は
恐
ら
く
、
近
江
八
景
の
意
匠
の

製
品
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
地
元
ゆ
か
り
の
意
匠
の
作
品
が
主
力

商
品
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
栞
に
は
、
「
湖
東
焼
ハ
彦

根
土
産
ト
シ
テ
最
好
適
品
ナ
リ
」
と
あ
り
、
彦
根
土
産
を
意
図

し
て
商
品
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
湖
東
焼
と
い
う
名

で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
な
彦
根
土
産
風
の
意
匠
は
、
江
戸
時
代
の

湖
東
焼
に
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
ま
か
ら
ず
や
焼
の
商
品
開
発

で
は
独
自
の
意
匠
が
創
案
さ
れ
、
湖
東
焼
が
忠
実
に
再
現
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
の
湖
東
焼
の
製
作
に
は
、
佐
和
山
北

東
山
麓
部
の
物
生
山
の
石
な
ど
の
地
元
産
の
材
料
の
他
に
、
全

国
か
ら
取
り
寄
せ
た
材
料
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
技

法
や
意
匠
も
ま
た
、全
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
職
人
の
指
導
の
下
、

伊
万
里
焼
や
瀬
戸
焼
、
九
谷
焼
、
京
焼
な
ど
に
倣
っ
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
や
き
も
の
の
再
現
に
は
、
人
件
費
や
材
料

費
、
設
備
費
な
ど
に
お
い
て
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
り
、
民

間
の
陶
器
商
で
賄
え
る
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
ま
か
ら
ず
や
焼

の
製
作
に
お
い
て
、
湖
東
焼
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
は
、
現

実
的
に
は
不
可
能
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
奥
村
氏
は
、
湖

東
焼
に
倣
っ
て
「
湖
東
」
の
銘
を
入
れ
る
こ
と
で
そ
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
う
ま
く
取
り
入
れ
つ
つ
、
廉
価
で
親
し
み
や
す
い

や
き
も
の
を
産
み
出
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
か
ら
ず
や
焼
を
知
る
こ
と
で
、
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
湖
東
焼

そ
の
も
の
の
特
徴
を
、
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
ま
す
。
湖
東
焼

の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
近
現
代
の
動
向
の
解
明
も
含
め
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
　
　
（
奥
田 

晶
子
）

　
大
正
時
代
、
彦
根
で
や
き
も
の
が
創
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

に
、
ま
か
ら
ず
や
焼
と
呼
ば
れ
る
や
き
も
の
で
す
。
そ
の
創
始

の
経
緯
に
つ
い
て
、
京
都
日
出
新
聞
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

二
月
五
日
の
記
事
で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
町
大
字
二
番
町
に
て
、
同
地
第
一
等
の
陶
器
商
ま
か
ら

　
ず
屋
奥
村
松
平
氏
は
、
一
作
年
陸
軍
特
別
大
演
習
御
挙
行
の

　
際
、
各
地
よ
り
来
彦
せ
し
観
戦
の
諸
紳
士
等
よ
り
、
地
方
産

　
の
湖
東
焼
の
注
文
多
数
あ
り
た
る
も
、
（
中
略
）
近
年
に
至

　
り
湖
東
焼
を
賞
鑑
す
る
も
の
多
く
、
為
に
湖
東
焼
の
煎
茶
茶

　
碗
五
個
が
百
円
、
二
百
円
と
い
ふ
暴
騰
せ
し
も
、
買
人
は
あ

　
る
も
売
人
は
な
き
好
況
と
な
り
た
る
を
以
て
、
前
記
松
平
氏

　
は
、
新
湖
東
焼
の
再
興
を
企
画
し
、
安
居
喜
八
氏
所
有
の
彦

　
根
公
会
堂
脇
、
元
木
俣
男
爵
屋
敷
地
を
借
受
け
、
目
下
製
造

　
工
場
建
築
中
な
る
が
、
既
に
焼
釜
は
竣
功
せ
し
を
以
て
、
工

　
場
竣
成
の
上
は
湖
東
焼
製
造
を
開
始
す
る
筈
、
而
し
て
立
藩

　
時
代
の
湖
東
焼
原
料
の
土
を
以
て
製
造
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、

　
時
代
こ
そ
違
い
、
立
藩
時
代
と
同
様
の
陶
器
が
産
出
せ
ら
る

　
べ
し
と
の
こ
と

　
こ
こ
に
は
、湖
東
焼
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
、

彦
根
町
大
字
二
番
町
（
現
在
の
彦
根
市
立
花
町
）
で
ま
か
ら
ず

屋
と
い
う
陶
器
商
を
営
ん
で
い
た
奥
村
松
平
氏
が
、
湖
東
焼
を

復
興
す
べ
く
、
彦
根
城
内
（
現
在
の
開
国
記
念
館
北
西
側
の
旧

木
俣
家
屋
敷
）
に
製
陶
工
場
を
建
設
中
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
年
三
月
三
十
一
日
に
工
場
が
完
成
し
、
昭
和
時

代
の
初
め
頃
ま
で
製
陶
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

お
く
む
ら
ま
つ
へ
い

き
ま
た

ぶ
ん
せ
いな

お
あ
き

あ
ん

せ
い

ぶ
ん
き
ゅ
う

ま
る
や
ま

え
ん
め
い
ち
ょ
う
じ
ゅ

か
し
わ

そ
め
つ
け

あ
か
え

え

い
ろ

な
お
す
け

む

し
や
ま

し
ょ
う
へ
い

写
真
１
　
ま
か
ら
ず
や
焼延命

長
寿
文
蓋
物

（
武
田
廸
子
氏
、奥
村
武
彦
氏
、

上
田
玲
子
氏
寄
贈
）

写
真
２
　
彦
根
名
産
湖
東
焼
陶
器
之
栞

（
井
戸
庄
三
氏
寄
贈
）


